
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
＜卒業証書授与式＞ 

３月６日（金）に、三次市立三次中学校第７９回卒業証書授

与式を行いました。４月に君田中学校と一つになる三次中学

校にとって、長い歴史の中の節目となりました。式には、三次

市議会議員 弓掛 元 様、三次中学校区学校運営協議会長 

森川 幸郎 様をはじめ、地域の皆様の御臨席をいただき、４３

名の卒業生が思い出多き学び舎から旅立っていきました。 

                   生徒たちは、３年間を通して、地域の方々に見守られながら

学びを深めていきました。とりわけ、３年生「グッドタウンみよし」では、生徒自らが課題を見つけ、

地域活性化に向けて探究を続けることができました。もののけ秋祭りや三次ふれあいフェスタに参画

し、地域の皆様と共に学んだ経験は、生徒にとって大きな財産となりました。 

 今後も三中卒業生への応援をよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 
 
 

＜１年生学習成果発表会＞ 

 １年生では、「地域を知る」を大きなテーマに「グッドタウン 

みよし」の学習に取り組んでいます。多くの地域の皆様に講師や 

アドバイザーとして学習に参画していただき、地域のよさやその 

現状について学習し、生徒自らが課題を設定し、地域活性化のア 

イディアを作ってきました。２月１７日（火）には、アドバイザ 

ーの皆様をお招きし、学習成果発表会を行いました。生徒は 

「自然」、「商店街」、「食」、「体験」の４つのグループに分かれ 

ており、「尾関山への集客イベント」、「公園の新たな活用方法」、 

「オリジナル特産品」、「レールマウンテンバイクを活用した体験 

活動」などについて収集した情報をもとに探究し、独自のプロジ 

ェクトを創り提案しました。これから、さらに内容を充実させな 

がら、地域に参画し貢献する学びを続けていきます。 
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共に高め合い未来を拓く ～三次中～ 

私は生徒会長に立候補した際に、この三次中学校を未来に残していけるように、みんなが三
次中学校に通ってよかったと思えるような学校にしたいという公約を掲げました。そして、い
ろんな活動をしてきましたが、一人でできることは限られており、何かを成し遂げるために、
その目標に向かってみんなで築き上げていく必要性やその重要性に気付きました。公約は志
半ばですが、どうかこの思いを皆さんに繋げていただければと思います。 

～卒業生代表「答辞」より～ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
【問い合わせ・意見送付先】市立三次中学校  TEL 0824-62-2896   FAX 0824-62-2899  

 E-mail miyoshi-j@school.miyoshi.hiroshima.jp 

スプリングライブ開催！  ～河内小～ 

地域の皆様に支えられて  ～三次小～ 

 本年度の河内小学校の学校教育目標は「一人一人の個性を

輝かせ、主体的に学ぶ児童の育成」でした。１３名の子ども

たちはこの一年間を通して「どんな自分になりたいのか。そ

のために頑張りたいことや挑戦してみたいことは何か・・・。」

について考え、実践することを繰り返してきました。時には

保護者・地域の皆さんのお力も借りながら取り組んだことも

あります。この一年間の取り組みを通して、自分自身を見つ

め、自分の「好き」や「得意」なことも見えてきて、新しい

自分の発見をすることができました。 

 ２月２０日には、今の自分の好きなことや得意なこと、興

味を持っていることを保護者や地域の皆さんを招待して披

露しました。縄跳びや跳び箱、こま回し、バドミントン、サ

ッカー、バレー、陸上、ピアノ演奏などを披露したり、ツア

ーコンダクターや古生物学者など将来なりたい職業につい

てクイズを交えて発表したりしました。みんな自信をもって

堂々と発表し、その姿はまさにきらきらと一人一人の個性が

輝いていました。日頃お世話になっている保護者・地域の皆

さんへ楽しいひと時をプレゼントすることができました。 

三次小学校では、地域学習を中心に様々に地域の皆様に 

ご協力いただいていますが、ほかにも、たくさんの皆さんに 

ご支援・ご協力をいただきながら子供たちは、様々に学び、 

成長しています。 

毎月の読み聞かせボランティア、民生委員・児童委員の皆 

さんが交代で来てくださいます。本のよさや楽しさを伝えて 

くださっています。 

きりこちゃんチームの皆さんは、「図書館整備」で新しい図書 

館へ引っ越した本を数か月にわたって整理してくださったり、 

子供達が手に取りやすい展示を工夫したりしてくださいました。 

短歌指導にもおいでくださり、子供たちは、これまで気付かな 

かった季節の変化や思いを短歌に託して表現することができる 

ようになってきました。 

また、地域・保護者の皆様には、登下校時の声掛けやあいさつ 

に子供達も元気をいただいています。雪の日には、雪かきをして 

くださるなど、子供たちをいつもあたたかく見守り、支えていた 

だき、ありがとうございます。これからもよろしくお願いいたします。 
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